


上田市・千曲市広域シェアサイクル社会実験 事務局

＜社会実験の概要＞

【事業主体】上田地域シェアサイクル活用推進協議会、千曲市
【運営主体】㈱ハビタット、（一社）信州千曲観光局、㈱日本海コンサルタント
【運営協力】信州地域デザインセンター（UDC信州）
【システム提供】㈱ドコモ・バイクシェア

▼ホームページ

＜これまでの経緯＞ ＜取組状況＞
【各年度の取組】 【役割の変遷】 【第 10 回プラチナ大賞優秀賞 受賞】【非接触充電パネル】

【太陽光発電・蓄電池（上田市）】 【太陽光発電・蓄電池（千曲市）】

【地元高校生による試乗会】 【Ticket QR による 1 日パス販売】

令和 5 年度しなの鉄道線沿線
広域型シェアサイクル社会実験

　しなの鉄道線沿線地域（長野～軽井沢間）の回遊性向上や長野県ゼロカーボン戦略の実現に向けて、「しなの鉄道線＋シェアサイクル」を軸とした新しいモビリティの
あり方や公民連携による事業化の方向性について検討し、本格導入の可能性や課題を明らかにする（社会実験３年目）。

事業目的

令和 5年 4月１日（土）～ 12月 17日（日）　計261日間
　※令和３年度は７月１日～ 12月 19日（172 日間）、令和４年度は７月１日～ 12月 18日（171 日間）で実施

事業期間

ドコモ・バイクシェアアプリからクレジットカード等の会員情報
を登録し、スマートフォンで貸出返却　　

利用方法

電動アシスト自転車 90台（上田市・千曲市でそれぞれ 45台ずつ）
サイクルポート 29箇所（上田市 16箇所、千曲市 13箇所）

事業規模

１回会員︓最初の 30分 110円（30分超過ごとに 110円ずつ追加）
月額会員︓基本料金 1,650 円

利用料金

◇しなの鉄道沿線地域の現状調査
◇「しなの鉄道沿線地域まちづくり勉強会」の設置 ・運営
◇リーディング ・ プロジェクトの立案　

令和２年度

◇リーディング ・ プロジェクト 「上田市・千曲市広域シェアサイクル
社会実験」の 開始

◇事業規模は、合計で自転車 60台、ポート 10箇所
◇試験的に、非接触充電による電動アシスト自転車の充電を実施
　→マイカーからの乗り換えや消費促進・滞在時間増加に効果あり

令和３年度

◇長野県事業と連携して、自転車 90台、ポート 22箇所にサービス拡大
◇新システム（太陽光パネル 蓄電池＋非接触充電） の開発・導入
◇４時間パスや学生割引パスなど、多様なユーザーに配慮した料金設定
◇ワーケーション企画×シェアサイクルなど多様な用途に活用
　→利用回数が 2.6 倍に増加（R3:2,467 回→R4:6,316 回）
　→第 10 回プラチナ大賞 優秀賞（広域資源活用賞）を受賞

令和４年度

◇ニーズを踏まえてポートを 29箇所に拡大
◇地域版キャッシュレスサービス「チケット QR 」との連携開始
◇地元高校生と連携した利用促進（試乗会、新ポート提案など）
◇Power BI による利用状況集計プラットフォームを本格導入
　→利用回数が 1.9 倍に増加（R4:6,316 回→R5:12,230 回（R5年実績））
　　※実施期間は、R４年度は 171 日間　R5年度は 261 日間の実績

令和５年度

本格導入に向けて検討中　令和６年度

UDC信州
主導

上田市
千曲市
事業運営

UDC信州
調整役
＋
上田市
千曲市
事業運営

調査
勉強会

社会実験
１年目

社会実験
２年目

社会実験
３年目

電動アシスト自転車

太陽光パネルと蓄電池 太陽光パネル

蓄電池



kotobikeの特徴

その他の地域

株式会社きゅうべえ

自転車専門店である当社がアプリ、スマートロックを独自に開発。
運営業務に関しても、自転車専門店が直接担うことで、
低コストで安全なシェアサイクルを実現しています。

kotobike platformのサービス名で、シェアサイク
ルの運営に必要なハード・ソフトをモジュール単位
で提供が可能。
オリジナルブランド（OEM での提供）、自由な料金
設定が可能となり、独自のシェアサイクルをリー
ズナブルに構築することができます。

����年�月よりkotobike のサービス名で当社が
直営で運営。
自転車約���台、ポート約��ケ所で展開。
運営業務は全て自社対応。

（夜間のコールセンター除く）

小売店のトラック配車網を活用。
自転車安全整備士・自転車技士のダブルライセンス

保有者が��名在籍。

低コストで安全なシェアサイクル

����年�月�日のヘルメット着用努力義務化に
対応するため、実店舗で貸出を実施。

京都市・大津市

長距離・長時間の周遊を促すために、
電動自転車を導入。

����年創業の自転車専門店。京都市内、大津市内で地域密着の自転車専門店 � 店舗を運営、全国のお客様を対象として EC 事業を展開。

����年�月に京都市内でシェアサイクル事業を開始。����年�月には大津市の指定管理業者として、大津港サイクルステーションの運営を開始。

ナショナルサイクルルートであるビワイチで、官民連携でサイクルツーリズムを推進。京都市：これからの����年を紡ぐ企業認定。

株式会社きゅうべえについて

ハードウェア開発

充電作業のコスト低減を目的として、ポートに返却
されるだけで充電されるワイヤレス給電設備を導入。

いずれも���� 年�月に市場に導入予定。今後も最新技術を積極的に活用し、利便性の高いシェアサイクルを目指します。

再配置

ワイヤレス給電設備

メンテナンス

電動自転車

ヘルメット
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ドクターペダルは、【あらゆる修理の常識にチャレンジしより良い移動社会を目指す】をミッションに
シェアサイクルをはじめとする様々なマイクロモビリティの修理メンテナンスサービスを展開。

株式会社ドクターペダル  〒141-0022 東京都品川区東五反田2-8-5 KNビル5F

シェアサイクルの修理・メンテナンス
倉庫集積及びポート巡回のハイブリッド運用

詳しくは
こちらから

シェアサイクルの修理の取り組み

倉庫集積型

●ポートがエリアに集中  ●倉庫スペースがある 
●車体導入後3年経過または車体の劣化が進んでいる 

デメリット

工具が揃っている   天候に左右されない
修理車体が集まってから作業できるため、修理効率が高い

倉庫スペースの制約を受ける
回収及び再配置が必須となり、リードタイムが長くなる

相性の良い事業者例

ポート巡回型

修理に加えてメンテナンスが可能
リードタイムが短い

デメリット 移動が多く、修理効率が下がる
悪天候時稼働不可  持ち運べる部材の制限

●ポートが点在  ●車体を集積しておく場所がない
●車体導入から日が浅く、軽微な故障が多い

相性の良い事業者例

季節性の課題と対策

その他の
取り組み

2社の管理物件にて自転車修理イベントを定期開催中

故障車のあるポート

正規修理店として修理アフターサポート

・自転車の利用が減り、故障車数が減る
閑散期

繁忙期
・自転車の利用が増え、故障車数が増える

・修理工の手が空く

・修理工の手が回らず、倉庫の滞留台数が増え、
   回収できない車体がポートに溢れる

メンテナンス
故障車は多いが、故障度合いは
軽く、捌ける台数増加

修理に集中
閑散期 繁忙期

少 数
出張にて定期的に
まとめて修理

多 数

“２通りの修理の型を組み合わせる”ことが、シェアサイクルの修理メンテナンスにおける最適解

対 策

故障車のあるポート

メリットメリット

再配置業者

再配置&回収

再配置&回収

再配置業者 再配置業者

再配置&回収
修理工

故障車のあるポート

故障車のあるポート

故障車のあるポート 故障車のあるポート修理工

修理工修理工

軽バン・バイク・部材置き場

修理工

地方自治体レンタサイクル車両の修理は、台数に応じて修理方法を切り分け

個人向け 自治体向け

季節性の課題
将来の故障を予防
全台チェックが望ましい

修理工を駐在させ常時修理を
行い、再配置やバッテリー交換も
兼務させる

回収されてきた故障車を修理



一般社団法人 日本シェアサイクル協会一般社団法人 日本シェアサイクル協会

ポート数　　　　16,406箇所 （6社計）
登録者数　　　　550万人  （5社計）
導入都道府県数　69都道府県  （6社計）
協定自治体数　　166自治体  （6社計）

自治体・民間によるシェアサイクル展開（会員6社）

安全啓蒙に向けた取り組み

オープンデータ普及に向けて

道路交通法改正施行などの社会背景を踏まえ、当協会では業界横断的な連携強化や国内外における
自転車走行環境の情報収集に努めています。

利用者の利便性向上とサービス認知度向上を目指し
国際的なシェアサイクル オープンデータ規格 GBFS の
国内普及を促進しています。

・地域課題解決コンテスト「アーバンデータチャレンジ 2023」
当協会協賛でGBFS特別賞を創設

GBFS特別賞

経路検索サービスや市民参加型まちづくりでのデータ活用が進む

GBFS（General Bikeshare Feed Specification）
・国際的な交通団体が管理するオープンデータ規格
・欧米を中心に約 900以上のモビリティサービスが同データを公開
・国内でも 2022年より当協会所属 2社が同規格でデータ公開開始

◀ GoogleMaps での経路検索結果への反映事例

※ GBFSデータ公開済事業者について掲載（2023年12月末時点）

副賞の内容

賞 の 件 数

受賞の条件

補 足 事 項

ノベルティグッズ

若干数（選考の結果、該当なしの場合あり）

GBFSデータを使用している作品。GBFSデータの作成・普及の促進を目的とした作品。

■自転車シェアリングのオープンデータを公共交通オープンデータセンターより提供開始
　URL：https://www.odpt.org/2022/06/28/press20220628_bikeshare/　
■GBFS・「シェアモビリティの標準的なデータフォーマット」オープンデータ一覧
　URL：https://github.com/MobilityData/gbfs/blob/master/systems.csv 
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コンビニエンスストア

大学

自治体

鉄道駅前

展開モビリティ
MOBIL I T Y  WE ARE DEVE LOPING

シェアードモビリティプラットフォームを展開する O p e n S t r e e t では

一 緒に街の移動を支えるパートナーを募集しています。

2 ステーション用地提供者
としての参画 3 メンテナンス事業者

としての参画1 シェアードモビリティ運営者
としての参画

オリジナルブランド

板橋区、台東区、荒川区、墨田区、足立区、江戸川区、世田谷区、稲城市、
調布市、国分寺市、小平市、国立市、府中市、八王子市、杉並区、立川市、
福生市、さいたま市、川越市、朝霞市、和光市、所沢市、草加市、川口市、
新座市、志木市、川崎市、横浜市、横須賀市、平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、
鎌倉市、大磯町、逗子市、千葉市、習志野市、船橋市、筑西市、八潮市、
戸田市、富士見市、ふじみ野市、町田市、二宮町、寒川町、練馬区、
相模原市、海老名市、市川市、三鷹市、葛飾区、武蔵村山市、狛江市、
etc.

シナネンモビリティ＋株式会社、ENEOS株式会社、江ノ島電鉄株式会社、
トヨタモビリティ東京株式会社、株式会社アトレ、
サイカパーキング株式会社、株式会社サイクルスポット、株式会社ソーリン
一般社団法人美園タウンマネジメント、株式会社フィル・カンパニー、
株式会社ベルシェアリング、etc.

関東エリア

〔 協定締結自治体及び運営自治体 〕

〔 民間運営パートナー 〕

〔 オリジナルブランド 〕

沖縄エリア

那覇市、浦添市、宜野湾市、中城村、etc.

株式会社プロトソリューション、株式会社沖縄ヤマハ、
株式会社スカイツアーズ

〔 協定締結自治体及び運営自治体 〕

〔 民間運営パートナー 〕

〔 オリジナルブランド 〕

〔 協定締結自治体及び運営自治体 〕

〔 民間運営パートナー 〕

〔 オリジナルブランド 〕

大阪市、池田市、豊中市、堺市、吹田市、西宮市、尼崎市、京都市、長岡京市、
向日市、松原市、摂津市、東大阪市、etc.

シナネンモビリティ＋株式会社、サイカパーキング株式会社、
株式会社あさひ、株式会社阪神ステーションネット、etc.

近畿エリア

中国・四国エリア

〔 民間運営パートナー 〕

一般社団法人小豆島・瀬戸内エリアマネ
ジメント協会、株式会社わっか、
株式会社三福快適生活

〔 協定締結自治体及び運営自治体 〕

小豆島町、土庄町、高松市、松山市 etc.

〔 協定締結自治体及び運営自治体 〕

〔 民間運営パートナー 〕

〔 オリジナルブランド 〕

静岡市、三島市、沼津市、藤枝市、長泉町、松本市、安曇野市、岡崎市、
名古屋市、多治見市、伊豆の国市、恵那市、妙高市、etc.

株式会社 TOKAI ケーブルネットワーク、加和太建設株式会社、
一般社団法人安曇野市観光協会、株式会社まちづくり藤枝、
株式会社エネファント、etc.

中部エリア

九州エリア

北九州市、佐賀市、鹿島市、人吉市、etc.

株式会社ミクニ、Bamboo 株式会社、つばめタクシー

〔 協定締結自治体及び運営自治体 〕

〔 民間運営パートナー 〕

〔 オリジナルブランド 〕

7,400ヵ所以上！シェアモビリティ
全国ステーション

115自治体様および65企業様が参画中！
2024年 1月現在

電動アシスト自転車

ARE DEVE LOPING

スポーツタイプe-Bike 電動サイクル
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シェアサイクル×サイクルツーリズム
シェアサイクルの活用手段を拡大

新アプリ〈TraVelo（トラベロ）〉を活用したサイクルツーリズム施策のご案内
一般社団法人ルーツ・スポーツ・ジャパン　代表理事　中島祥元

ルーツ・スポーツ・ジャパンでは、サイクルツーリズムでの地域活性化に特化した活動を全国で行っています。
数多くの自治体でシェアサイクルが導入されていますが、「地域住民の移動手段」といった活用方法しかされていないとい
うご相談をいただいております。そこで、これらの課題を解消するため「自転車で地域を回遊する手段」としてのシェア
サイクル活用を促進する新たなスマートフォンアプリ「TraVelo（トラベロ）」を開発しましたのでご紹介します。
※当アプリは令和5年度　スポーツ庁「スポーツツーリズムコンテンツ創出事業」にも採択されました。

シェアサイクルの活用方法についての現状と課題・対応策 「TraVelo」導入地域（抜粋）

TraVelo（トラベロ）とは

TraVelo（トラベロ）の楽しみ方

導入地域は随時募集しております。まずはお問い合わせフォームより、お気軽にお問い合わせください。
法人WEBサイト：http://roots-sports.jp/　　TraVelo：https://tour-de-nippon.jp/travelo/

域外から観光目的
の誘客が可能

回遊性を持たせ、
双方向の動線を
確保可能

シェアサイクルを
使用してもらう

「きっかけ」を創出

TraVeloにコンテンツを掲載する
ことで、域外の方に地域を知って
もらい、シェアサイクルのPRを
行うことが出来ます。

TraVelo内コンテンツで、域内の
様々なスポットを回遊する仕掛け
を行うことで、あらゆる方向へ動
線を確保することが出来ます。

シェアサイクルと組み合わせたサ
イクリングコンテンツを造成する
ことで、シェアサイクルの利用に
繋げていくことが出来ます。

現状と課題 TraVeloによる対応策
シェアサイクル網が充実する東京都・関西圏や

サイクルツーリズム先進地である茨城県・琵琶湖周辺でも導入されています。

シェアサイクル網が充実する東京都・関西圏や
サイクルツーリズム先進地である茨城県・琵琶湖周辺でも導入されています。地域イベント名

東京都多摩地域
30市町村

茨城県土浦市、かすみがうら市、
行方市、潮来市

茨城県土浦市

大阪府・奈良県

滋賀県大津市

ライドアラウンド in 東京多摩

ライドアラウンド in south いばらき

チャリカレー in つちうら
With カレーフェスティバル

古墳フォトラリー

OTSU Historical Adventure 
By Bicycle
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「北九州市自転車活用推進計画」の主要施策として、
（ア）公共交通の機能補完、（イ）まちの回遊性向上、
（ウ）環境負荷軽減
に寄与し、通勤・通学、買い物、観光、ビジネスと多様な
用途への活用が可能な交通サービスとして推進するもの。
シェアサイクル事業の推進にあたっては、利用の促進を

図るため、効果的なステーションの設置やIoTを活用した
利便性の高い貸出・返却システムを導入。

北九州市シェアサイクル事業「ミクチャリ」
北九州市 建設局 道路維持課

１．シェアサイクル事業について

２．事業概要

●事業スキーム

●事業期間
R3年10月22日～R8年3月31日（協議により延長可）

●導入台数：150台（電動アシスト付き自転車）        
●ステーション数：44箇所（R6年1月末時点）

●利用料金
70円/15分（上限1000円/12時間）
（※R6年2月1日から、100円/15分へ料金改定）

累計利用回数100,000回を突破！

事業協定締結

ステーション設置の
ための公共用地の
無償提供

システム・アプリ等の提供

システム使用

・システム、アプリ等の運営
・各種データの収集
整理分析

 など

（運営主体）

OpenStreet(株)

・事業総括
・周知、広報など

(実施主体)

北九州市

・自転車購入、維持管理
・ステーション設置維持管理
・ステーション間の自転車
再配置 など

（運営事業者）

(株)ミクニ

事業報告

ステーション設置
調整

業務提携

広報活動

●スマートサイクルライフ北九州 など
自転車のルール＆マナーやおすすめのサイクリング
コースなどをまとめた北九州市の自転車ライフを応援
する総合情報ウェブサイト

●商工会議所や中小企業支援機関発行の広報誌

●市民向け広報誌

▼スマートサイクルライフ北九州

３．利用状況

●利用回数●利用者数

事業開始から2年が経過した。利用者数は事業計画の
1.2倍、利用回数は事業計画の1.5倍と、好調な利用状
況。

１年目 ２年目
事業計画 実績

1.3倍

1.2倍

１年目 ２年目
事業計画 実績

4.7倍

1.5倍
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